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はじめに 

2022年は、昨年に引き続き新型コロナ感染症の対応に追われた 1年であった。 

人員は、入院配属 16 名、外来配属 3 名（科長・科長補佐含む）でスタートし、年間のスタ

ッフの出入りは、入退職各 1名、産前産後休暇を含む長期休暇取得 4名、育児休業を含む長期

休暇からの復帰 4名であった。 

摂食機能療法の機能回復体制加算の算定要件が満たせなくなったことにより、加算算定は 9

月末で終了した。 

 

業務・運営 

１．実績 

入院・外来における言語聴覚療法の月別実施単位数を図 1・図 2 に、摂食機能療法（入院）

の月別実施件数を図 3に示す。 

入院部門では、新型コロナ感染症感染拡大に伴い、ユニット間フォローを制限することとな

り、訓練の単位調整を度々繰り返して対応した。9 月からの 4 東ユニットの CU 病棟稼働に伴

って行った異動で結果的に配属人数のバランスを取ることにつながった。 

また、摂食機能療法の機能回復体制加算の当院での算定は 9月末で終了したが、昨年から摂

食機能療法の対象患者を絞り疾患別リハビリテーションに主軸を置いた運用を行う中で摂食嚥

下分野への取り組みも柔軟に行っており、現場への大きな影響はなかったと思われる。 

外来部門では、感染拡大予防策の取り決めに従って訓練を休みにすることも多く、訓練の件

数は減少した。 

 

２．教育 

対面での勉強会は今年も実施せず、オンライン勉強会の紹介を行った。高知リハビリテーシ

ョン専門職大学の石川裕治氏の来院は今年も見合わせた。 

 

言語友の会 

2022年も前年同様、新型コロナ感染症感染拡大予防のため親睦会の開催は見合わせた。 

 

おわりに 

感染拡大予防の観点からのマスク着用や面会禁止など、訓練や家族指導が思うようにできな

い状況が続く中、透明マスクを活用した訓練、ワイヤレス面会への同席や直接電話での家族指

導など、スタッフは模索・工夫をしながら日々の業務に向き合っている。 

今後も感染状況に応じた対応策について正しい理解と運用のもとに、患者さんやご家族にで

きる限りのものを提供できるよう努めていきたい。 

 

 



  

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

単位数 3837 3746 3876 3948 4420 3974 3555 4151 4154 4161 3831 3839
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図１．言語聴覚療法実施単位数（入院） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

単位数 101 100 114 80 94 118 123 112 84 87 106 88
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図２．言語聴覚療法実施単位数（外来） 



  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

件数 444 406 489 561 489 531 585 700 351 377 404 361

加算 42 27 26 36 28 38 44 22 17 0 0 0
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図３．摂食機能療法実施件数（入院） 
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